


 平成２８年 決算特別委員会 審査意見書 

 

 

１ 事業評価について 

 

人口減少・超高齢社会に伴い市税等の自主財源の確保は難しい状況にあり、限

られた財源の中で、住民サービスの質の向上を実現する必要がある。 

 よって、様々な観点から事業の評価を行い、必要な改善を速やかに加える事を

求める。 

また、その内容を市民や議会に開示することで、行政運営の透明性の確保と住

民の理解を得る事を求める。 

 次年度の決算審議においては、より質の高い審議を実現するために、当該年度

の事業評価に関する所見および次年度以降に行った改善点等の報告を検討する

ことを求める。 

 

２ 各種団体等への補助金制度について 

 

平成２６年 決算特別委員会（平成２５年度 各会計決算分）、各種団体等へ

の補助金制度についての附帯決議がなされた。その具体的内容は、次の３点であ

った。 

１．補助金の申請書や実績報告書等に課題や成果目標等を明確にする為、より

詳細な様式に変更すること。 

２．各種資料は、インターネット等を通じて、市民に開示することで透明性の

確保を行うこと。 

３．事業成果の評価に対して、担当部署だけでなく、第３者などによる評価の

導入を検討すること。 

今年（平成２８年）の決算審議において、上記 履行の確認を行った結果、１

及び２については、書式や規則の改正などにより対応されたことが確認できた

が、各課への浸透が不十分であったことが判明した。 

従って、以下２点への対応を改めて求める。 

１． 改正された規則の周知と規則に沿った運用の徹底を図ること。 

２． 第三者などによる評価の導入を検討すること。 

 

 

 



３ 観光関連情報について 

 

別府市の主要産業である観光産業の振興において、別府来訪の動機づけにつ

ながる質の高い情報の発信は重要である。 

近年は外国人旅行者が急速に増加傾向にあり、観光地間の集客競争は激しさ

を増している中で、海外に向けた情報発信の重要度は極めて高く、質・量ともに

その充実を図ることを求める。 

 よって、情報発信の中核を担う観光関連の公式ホームページにおいては、十分

に改良や運用ができる予算の確保を行うとともに、事業の企画・執行については、

現場を支えている関係諸団体等との連携を重視の上、実施することを求める。 

 

４ 健康寿命を延伸する取り組みについて 

 

人口減少・超高齢社会の到来により、厳しい財政運営が迫られる中で、医療費

の抑制は、財政の健全化に必要不可欠と考える。 

よって、健康寿命を延伸する取り組みを全庁的な推進体制のもとで、実施する

ことを求める。 

 

５ プロポーザル（提案型）方式による契約について 

 

プロポーザル（提案型）方式による契約においては、その透明性と公平性の確

保を求める。 

 また、契約方法については、全庁的な指針（ガイドライン）等を定め実施する

ことを求める。 

 

６ 次年度予算編成への反映等について 

 

決算審査における議会の意見書を次年度予算に反映させるよう求めていくこ

とは、決算と予算を一体とした審議サイクルの確立に繋がり、議会審議の充実に

資するものである。 

よって、本意見書を平成２９年度 予算編成に反映させるよう求めるととも

に、その経過及び結果を議会に対して報告を検討することを要望する。 

 


